
第１学年 図画工作科学習指導案                                        

１ 題材名 「おって たてて ゆめの まち」（工作）                

 

２ 題材の考え方 

  本題材は，紙を折って切ったり立ててみたりする過程を楽しみ，自分の表したいものを，紙の切り方や立

て方を工夫しながら表すことをねらいとしている。 

  この題材を通して子どもたちは，粘土や空き箱だけでなく，平面である紙からも立体的に表すことができ

ることの面白さを実感することができる。また，既習学習「みんなでかざろう」から，紙を折って切ること

は経験しており，そこからさらに「立てる」という活動を通して，紙の切り方や立て方を工夫しながら自分

の表したいものを生き生きと表現することができると考える。 

  であいの段階で，教師が実際に紙を折って立てる表し方を演示して見せ，平面的な紙が立体的な形に変化

する様子を視覚的にとらえさせることで，子どもたちは紙を使って立体に表したいものを明確にもつことが

できる。さらに，グループで一つの町づくりをするという終末段階への見通しをもたせることで，表現活動

への意欲を高めることができる。また，表現の段階で友達とかかわることで，友達の表現のよさを自分の表

現に採り入れたり，新しい発想をふくらませたりしながら，子どもたちがさらに活動を広げることが考えら

れる。さらに，鑑賞の段階で，グループでつくった作品を鑑賞し合うことで，個々の表現のよさや全体でつ

くることの楽しさを認め合い，つくりだす喜びを感じることができると考えられる。 

 

３ 人とのかかわりを大切にした学習指導の工夫 

  ○ 人とのかかわりを意識した意欲づけの工夫 

          であいの段階において，教師が紙を折って立てる方法を演示してみせ，「つくったものを持ち寄って，

みんなでゆめのまちをつくろう！」と教師が提案することで，子どもたちは友達との交流を       

楽しみにしながら意欲をもって活動を進めることができると考える。 

 ○ 自他の表現のよさや工夫を交流し合える時間，場，グループの設定 

     表現の段階において，４人グループで活動させ，互いの表現のよさや工夫を交流しやすいようにする。

また，「みてみてコーナー」を設置し，各々がつくった作品を自由に掲示，鑑賞させることで，友達の

作品のよさや工夫に気付き，自分の思いにあった表現を探ったり，工夫したりできると考える。 

  ○ 自他の表現のよさや工夫を伝え合ったり認め合ったりできる鑑賞活動の工夫 

          鑑賞の段階において，各グループの作品を鑑賞する場を設定する。自分達が工夫したことについて発

表し，その後，切り方，立たせ方を手掛かりに作品を自由に鑑賞し，感じたことを交流し合う。グルー

プごとに交流し合うことで，それぞれの表現のよさや楽しさを友達と一緒に味わうことができる。 

 

４ 本題材の目標 

○ 紙を折って切ったり，立ててみたりする過程を楽しみ，表したいものをつくることに意欲的に取り組も

うとする。                            （造形への関心・意欲・態度） 

○ 紙を立てた形から思い付いて，「いたらいいな」「あったらいいな」と思うものを考えることができる。                                      

（発想や構想の能力） 

○ 自分の表したいものを，紙の立て方や切り方を探ったり工夫したりしながら表現することができる。                                       

（創造的な技能） 

○ 活動の交流や作品を通して，表現のよさや楽しさに気付くことができる。      （鑑賞の能力） 



５ 指導計画（４時間） 

 ねらい 学習活動 配時 

で

あ

い 

紙を折ったり切っ

たりしながら立体

的な作品をつくる

ことに関心をもち，

表したいもののイ

メージをもつ。 

１ 教師が二つ折りにした紙を切って生き物などの形をつくる様子を見

て，紙の切り方や立たせ方のおもしろさに気付き，立体的な作品づくり

の仕組を知る。そして，学習の終末段階にはグループで一つの町をつく

るという見通しをもつ。 

 

 

 

 

２ 画用紙を二つ折りにしていろいろな立て方を試し，自分ならどんなも

のをつくってみたいか表したいもののイメージをもつ。 

 

 

1年2組

本時 

15分 

 

 

 

 

 

 

 

 

表

現 

折った紙に自分が

表したいものの外

枠をかき，自分の思

いに合った切り方

や立たせ方を探っ

たり，工夫したりし

て表現する。 

３ 折って立てた紙を見ながら，自分があらわしたいものをつくるには，

折った紙のどこを切るとよいかを考える。 

 

 

 

４ 自分の表したいものにあった切り方，立たせ方を探しながら工夫して

表す。 

 

 

 

 

 

 

 

５ つくったものを持ち寄り，模造紙の上に作品を並べたり背景を付け加

えたりして，グループで話しながら夢の町をつくる。 

30分 

90分 

1年３組

本時 

30分 
 

 

 

鑑

賞 

グループで交流し

合い，互いの表現の

よさや楽しさに気

付く。 

６ 互いのグループの作品を見合い，切り方，立て方のよさを交流し，全

体でつくることの楽しさを味わう。  

15分 

体に切り込み

を入れて，動

物の顔をそこ

に 差 し 込 む

と，前を向い

ているように

なるよ！ 

切り込みは

他のものに

も使えそう

だな。 

わたしは歩いているぞうをつく

りたいから，背中のところを残し

て切ろう。 

動物が前を向いているようにつ

くるには，どうしたらいいかな。 

車を走らせるための

道路をかこう！ 
生き物たちの家がたくさんあ

ると，町が楽しくなるね。家

をもっとつくろう！ 

立てた紙に画用紙を貼

り合わせて観覧車をつ

くっているのがすごい

な。楽しい町ができて

いるね。 

みんなのものがいろい

ろ集まって楽しい町が

つくれたよ。自分も住ん

でみたくなったな。 

紙を折ると本物

の動物みたいに

立てることがで

きるんだ。 

紙の立たせ方にも

いろいろな方法が

あるんだな。 

わたしは，紙を横

にして立ててねこ

をつくろう。 



第１学年２組 図画工作科学習指導案（であい・表現） 

 

６ 本時目標（１／４） 

○ 紙を折って切ったり立ててみたりすることを楽しみながら，表したいものをつくることに意欲的に取り

組もうとする。                          （造形への関心・意欲・態度） 

○ 立たせた紙の形から，「いたらいいな」「あったらいいな」と思うものを考えることができる。   

（発想や構想の能力） 

○ 自分の表したいものを，紙の立て方や切り方を探ったり工夫したりしながら表現することができる。                                       

  （創造的な技能） 

７ 本時学習にあたって 

 

 

 

 

 

８ 展開 

学習活動・予想される子どもの姿 教師の支援 ※人とのかかわりに関する支援 

１ 教師が提示する作品例を見て，本時の学習内容と

めあてをつかむ。 

 

 

 

 

 

 

２ 画用紙を二つ折りにしていろいろな立て方を試し，

自分ならどんなものをつくってみたいか表したいもの

のイメージをもつ。 

 

 

 

３ 自分の表したいものにあった切り方，立たせ方を探

しながら工夫して表す。 

（１）自分があらわしたいものをつくるには，折った

紙のどこを切るとよいかを考え，切るところを線

でかく。  

 

  （２）友達と作品を見合いながら，自分の思いにあっ

た作品をつくる。 

 

４ 自分がつくった作品の交流をする。 

（１）作品をグループの中で見せ合い，切り方，立て

方のよさや面白さ，つくり方の工夫等を話したり

聞いたりする。 

 （２）グループでの交流をもとに，全体交流をする。 

５ 本時を振り返り，次時の活動の見通しをもつ。 

 

 

 

○ 本時学習の見通しをもたせるために，教師が作

品づくりを演示してみせる。 

○ 本時学習の意欲を高めるために，本題材の終末

段階にグループで一つの町をつくることを提案

する。 

 

 

 

○ 視覚的に分かりやすいように，演示と掲示物

で示す。 

 

 

 

 

 

 

  【たて型】  【よこ型】  【はこ型】 

○ 切る部分を間違って二つになってしまった場

合は，ホチキスで止める等の支援をした上で，

やり直しを勧める。 

※ 友達の切り方や立たせ方を自分の作品に生か

すことができるように，「みてみてコーナー」を

自由に見て，子ども同士で教え合える場をつく

る。 

※ グループでの交流が活発に行われるように，

自分の作品の説明をした後に質問タイムを設け

る。 

 

○ 次時への意欲をもたせるために，様々な切り

方，立て方の参考作品を見せる。 

  教師が実際に紙を折って立てる表し方を演示してみることで，平面的な紙が立体的な形に変化する様子を 

視覚的にとらえる。そして，グループで一つの町づくりをするという終末段階への見通しをもたせることで，

表現活動への意欲を高めることができると考える。また，表現の過程で，互いの作品を見合う「みてみてコ

ーナー」を設けることで，友達の表現のよさを自分の表現に採り入れたり，新しい発想をふくらませたりし

ながら，活動を進めることができると考えられる。 

 

めあて かみのきりかたやたたせかたをくふうして，まちにいたらいいな，あったらいいなとおもうものをつくろう。 

折ると紙を立てるこ

とができるんだ。おも

しろい。わたしもつく

ってみたいな。 

最後にみんなで

町をつくるんだ。

たくさんつくっ

てみんなで楽し

い町にしたいな。 

紙の立たせ方を変えれば，生き物だけ

でなく，乗り物や家もつくれそうだな。 

○○ちゃんは、「はこ型」にタイヤをつけ

て車をつくっていたよ。私も次の時間に

「はこ型」で何かつくってみたいな。 



第１学年３組 図画工作科学習指導案（鑑賞） 

 

６ 本時目標（４／４） 

○ 町づくりや作品交流を通して，表現のよさや楽しさに気付くことができる。    （鑑賞の能力）                                     

 

７ 本時学習にあたって 

 

 

 

 

 

 

８ 展開 

学習活動・予想される子どもの姿 教師の支援 ※人とのかかわりに関する支援 

１ 前時の学習を想起し，本時のめあてを確かめる。 

 

 

 

 

 

 

 

２ 自分の作品を持ち寄って，グループごとに夢の町を

つくる。 

 

  （１）模造紙の上に作品を並べ，つくったものからど

んな町になるとよいか話し合う。 

 

 

 （２）話し合ったことをもとに，模造紙に背景を付け

加えたり新たに作品をつくったりしながら町を

つくる。 

 

３ 互いのグループの作品を見合い，切り方，立て方の

よさを交流し，全体でつくることの楽しさを味わう。 

 

 （１）クラスを半分に分け，前半グループが後半グル

ープの町を見て回り，後半グループは自分達の町

の説明をする。前半，後半を交代して活動を行う。 

 

 （２）グループ交流を通して見つけた，他のグループ

の作品のよさを全体で交流する。 

 

○ 本時学習の見通しをもたせるために，前時で

つくった自分の作品を準備しておく。 

 

 

 

 

 

 

○ つくったものがどんな町にあったらふさわし

いか考えることができる場にするために，班の

机の上に模造紙を敷く。 

※ 何をどこに置くと楽しくなるかを話し合わせ

るために，互いの作品を見ながら，動物の町，

公園，不思議な町など自由に考えをふくらませ

る。 

※ 町をつくりながら，新しくつくりたいものが

見つかったら，発想を認め，さらにつくっても

よいことを助言する。 

 

 

 

 

※ 活発な交流が行われるように，グループの説

明を聞いた後に質問タイムも設けた交流をさせ

ていく。 

 

○ 切り方，立たせ方を手掛かりに，自分達には

ない作品のよさを発表するよう説明する。 

 前時までにつくった自分が表したいものの作品を持ち寄り，グループごとに模造紙の上に並べる。そして，

背景等を模造紙に付け加えながら，夢の町をつくる。生活班の 4 人グループで活動を進めることによって，

新しい発想をふくらませたり，より楽しくするために相談し合ったりと活発な言語活動が行われると考える。

そして，グループごとに町の紹介や交流をしていくことで，自分たちにはなかった表現のよさや全員でつく

ることの楽しさに気付くことができると考える。 

友達に教えてもらったりしなが

ら，自分のつくりたいものがつく

れたよ。町づくりが楽しみだな。 

めあて グループのともだちとちからをあわせて，たのしいゆめのまちをつくろう。 

○○グループは，動物がたくさんい

て，楽しそうだったよ。切り込みを

入れて，しっかり立つように工夫し

ているのがいいと思ったよ。 


